
[前期 第８問]

　甲は、夕方ごろ自宅の帰りに道路脇で、A及びBと一緒にいた乙がタバコを吸っているのを見て不快に感じた。甲に睨まれたと感じた乙は、甲を呼び止め、A、Bと共に人気の少ない場所に連れて行った。
現場に着くといきなり乙から甲に殴りかかり、甲もそれに応戦した。甲は、A及びBも加わってくることを避けるために、「俺は暴力団に知り合いがいるぞ」と述べて威嚇しながら、乙の顔面を１回殴打した。すると、乙は近くにあった握り拳ほどの石を甲に向けて投げつけた。甲は、これを避けながら、体勢を崩した乙の顔面を殴打したところ、乙は頭部から転倒し、後頭部を地面に強く打ちつけた。乙はそのまま意識を失い、動かなくなった。（第１暴行）甲は乙が意識を失い、動かなくなったことを認識していたが、怒りのあまり、続けて乙の腹部を足蹴したり、手を踏みつけるなどした。（第２暴行）
　その後、乙は救急車で緊急搬送されたが、第１暴行の頭部打撲による蜘蛛膜下出血により死亡した。なお、第２暴行では肋骨骨折等の傷害を負った。
[bookmark: _heading=h.gjdgxs]　以上の事実関係の下、甲の罪責を検討せよ。
